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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント

 

超伝導磁束量子ビットを用いた高感度な磁気センサーに関しては、20 スピン／√Hz を実現し、1-7

スピン／√Hz へも目途を立てた。また、高空間分解能化に関しては、素子サイズを大幅に凌ぐ空間分

解能の実現を可能とし、二次元マッピングに向けた素子を作製した。現状では単一スピンの検出にあ

と一歩及ばないが、応用面では脳内の鉄イオンに対する ESR 測定例として鉄イオン添加ニューロンの

磁化測定、極低温での微小領域の温度測定、さらに新たな展開として超伝導量子ビットで発生するデ

コヒーレンスの原因となっている量子 2準位系の 2 つの要素の識別技術開発にも成功している。 

原著論文数は 33件、講演数は 102回(招待講演数は 24回)、特許出願数は 1 件であった。 

今後、知財にも注力しながら、量子センシングのさらなる高感度化・高分解能化を進め、本量子セン

サーの他の計測手法に対する優位性やキラーアプリケーションを示すことを期待したい。 
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